
リウマチ・膠原病内科 

１）膠原病診療を専門領域として担当している。
２）充実した指導医による、リウマチ、膠原病、アレルギー疾患の診療教育を行っている。　
３）内科、リウマチ、アレルギー学会の認定医、専門医、指導医の資格を取得できる。

診療科（講座）紹介 URL http://www.intmed2.fmu.ac.jp/rheumatology/

指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介

長崎県立長崎北高等学校卒業
昭和58年 長崎大学医学部卒業
臨床専門分野
１）関節リウマチ
２）膠原病
３）自己炎症疾患
研究分野　
１）自己炎症疾患の病態解明
２）関節リウマチ滑膜炎の分子機構

1）日本内科学会（指導医・総合内科専門医）
2）日本リウマチ学会（評議員、指導医、専門医）
3）日本臨床免疫学会（評議員）
4）日本肝臓学会
5）日本炎症再生医学会
6）日本自己炎症学会（理事）

学会活動

福島県立福島高等学校卒業
平成 2 年 福島県立医科大学卒業
平成 6 年 福島県立医科大学大学院
 医学研究科修了
臨床専門分野
１）膠原病
２）関節リウマチ
研究分野　
１）全身性エリテマトーデスの病態
２）自己免疫疾患の新規治療の開発

部長（主任教授）
右田　清志

山形県立鶴岡南高等学校卒業
平成14年 福島県立医科大学卒業
平成20年 福島県立医科大学大学院
 医学研究科修了
臨床専門分野
１）膠原病
２）関節リウマチ
研究分野　
１）全身性エリテマトーデスの病態
２）自己免疫疾患の新規治療の開発講師  佐藤　秀三

福島県立福島高等学校卒業
平成24年 杏林大学医学部医学科卒業
臨床専門分野
１）膠原病
２）自己炎症疾患
研究分野　
１）全身性エリテマトーデスの病態

助手  松岡　直紀

兵庫県立長田高等学校卒業
平成27年 長崎大学医学部卒業
臨床専門分野
１）膠原病
２）関節リウマチ
３）自己炎症病態
研究分野　
１）関節リウマチの活動性指標

助手  藤田　雄也

栃木県立宇都宮女子高等学校卒業
平成24年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野
１）膠原病
２）関節リウマチ
３）自己炎症疾患
研究分野　
１）自己炎症疾患の病態解明

助手  古谷　牧子

福島県立福島高等学校卒業
平成17年 福島県立医科大学卒業
平成27年 福島県立医科大学大学院
 医学研究科修了
臨床専門分野
１）膠原病
２）関節リウマチ
研究分野　
１）中枢神経ループスの診断マーカー
２）関節エコーによる画像診断講師  浅野　智之

教授　渡辺　浩志
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専門研修プログラム 大学院・留学について

専門医受験資格のために必要とされる技能・手技目標

指導医からのメッセージ指導医からのメッセージ

　リウマチ・膠原病学は基礎研究の成果がどんど
ん臨床に応用され、まさに“bench to bedside”
を実感できる時代を迎えています。最先端の研究
に携われる一方、臨床においては内科医として基
本的な知識・技量を身につけないと専門性を発揮
することはできません。総合診療と専門診療の両
方を高いレベルで実践したい方に是非おすすめし
ます。

　大学院生・大学院研究生との併願を認めており、専門医と博士
号の同時取得が可能です。国内（筑波大学）、国外（サウスカロラ
イナ医科大学、カリフォルニア大学サンディエゴ校）留学の実績
があります。

・日本リウマチ学会が認定した教育施設において通算 3 年以上の
研修を行い学会の定める30単位以上を取得すること。
・日本専門医制評価・認定機構が認定している基本領域学会の認
定あるいは専門医の資格を有すること。

関連病院名 所在地 指導医名

宮田　昌之

鈴木　修三

大庭　　敬

菅野　　孝

佐々島朋美

リウマチ・膠原病
セ ン タ ー 長

内 科 部 長 兼
教育研修センター長

副 院 長

リウマチ科部長

リウマチ・膠原病
内科主任部長

福島赤十字病院

公立藤田総合病院

済生会川俣病院

太田西ノ内病院

福島労災病院

福 島 市

国 見 町

川 俣 町

郡 山 市

いわき市

職　名

1

2

3

4

5

連携施設（県内）

修得すべき手技や手術経験目標数など

研修1年目

研修2年目

研修3年目

【大学病院と地域中核病院にて研修を行う】

専門医：日本リウマチ学会リウマチ専門医
知　識：プライマリーケアに関する隔たりのない知識を身

につける。
　　　　基本的な病態（炎症、虚血、変性、腫瘍性・非腫

瘍性増殖など）を理解する。
　　　　臨床免疫（生体防御、自己免疫反応）について理

解する。
　　　　関節リウマチ、膠原病の病態に関する基礎知識を

理解する。
実　技：リウマチ・膠原病に特徴的な身体所見（心、肺、

皮膚、粘膜、関節、筋等）の取り方を習得する。
　　　　緊急処置あるいは外科的処置の適応を判断できる。
　　　　内科的クリティカルケア（心肺蘇生、動脈穿刺、

中心静脈栄養管理等）ができる。
　　　　指導医と共に入院患者を受け持ち、治療に参加す

る（経験到達目標症例20例）。
学術・研究：学術集会において症例報告の演者として発表する。

【週間スケジュール例（大学）】
月　午前／病棟・外来業務　午後／症例検討会
火　午前／病棟・外来業務　午後／病棟業務
水　午前／病棟・外来業務　午後／病棟業務
木　午前／教授回診　　　　午後／関節エコー・抄読会
金　午前／病棟・外来業務　午後／論文作成

専門医：日本リウマチ学会リウマチ専門医
知　識：プライマリーケアに関する隔たりのない知識を身

につける。
　　　　リウマチ・膠原病疾患の診断基準を理解する。
　　　　ステロイド、免疫抑制薬、抗リウマチ薬の作用機

序および副作用を理解する。
実　技：診断基準に即してリウマチ・膠原病疾患の診断が

できる。
　　　　免疫学的検査の評価ができる。
　　　　指導医と共に入院患者を受け持ち、治療に参加す

る（経験到達目標症例20例）。
学術・研究：学術集会において症例報告の演者として発表する。

専門医：日本リウマチ学会リウマチ専門医
知　識：リウマチ・膠原病疾患の診断基準および治療法を

理解する。
　　　　臨床研究論文を理解する。
実　技：診断基準に即してリウマチ・膠原病疾患の診断が

できる。
　　　　リウマチ・膠原病疾患の治療法について説明でき

る。
　　　　指導医と共に入院患者を受け持ち、治療に参加す

る（経験到達目標症例20例）。
　　　　指導医と共に外来患者の診察をする。
学術・研究：学術集会において症例報告の演者として発表し、

論文を作成する。
　　　　分担者として臨床あるいは基礎研究に参加する。
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